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      月例会報告 

 
《会長挨拶》 
講師の野村先生は、神戸の探偵小説の分野で、

神戸の文化を一手に担っている方ですが、神戸高

校の８年後輩であり、大変誇らしく思います。 

お話いただく横溝正史は二中の出身で、小磯良

平や東山魁夷などの文化人を多く輩出している学

校です。 

神戸は探偵小説発祥のまちというか、関係の深

いまちと聞いており、今日のお話を興味を持って

お聞きしたいと思います。 

 
第４４９回月例会  

テーマ：『横溝正史と神戸』 
講 師：古書店「うみねこ堂書林」 

店主 野村 恒彦氏 

 
はじめに 
 講師の野村恒彦氏は、稀代の探偵小説愛好家（探

偵小説愛好会畸人郷会長）

として知られ、取り分け横

溝正史研究に情熱を捧げら

れています。最初に、講演で

お聞きした講師と横溝正史

との関わりの概略を紹介し、

続いて講演概要を報告しま

す。 

 
（１）横溝正史生誕地の碑 
横溝正史の生誕地である神戸市中央区東川崎町

にある東川崎公園内に生誕地碑が建立されている。 

これは、横溝と親交が深く、日本のミステリー 

の創成期を共に支えた江戸川乱歩の碑が生誕地で 

 

 

 

 

ある三重県名張市に建立されていることから、野 

村恒彦氏が横溝の生誕地碑を建立する活動を始め

たことで実現したものである。 

デザインはメビウスの輪と

し、平成１６年１１月２３日

に、長男の横溝亮一氏などの列

席のもと除幕式が行われた。こ

の１１月２３日とは、「本陣殺

人事件」の密室殺人が発生した

日である。毎年１１月には記念

イベントを実施し、推理作家に

よる対談や講演が行われてい

る。記念イベントは、今後も続

けていきたいとのことである。 

 

（２）横溝作品との出会い 
 野村氏と横溝作品の出会いは、昭和４５年の高

校入学後、ミステリーに嵌まり、九大のミステリ

ー研究会の会誌の読者となったことから、その会

誌「モルグ」（死体置き場という意味）に「岡山県

漫歩」という連載に、「君は横溝を知っているか」

とういう文書を見たことに始まる。 

興味を持ち、昭和３０年代の東都書房の「日本

推理小説大系」で「本陣殺人事件」「蝶々殺人事件」

「獄門島」の収録された全集を買い、非常に面白

く虜になり、講談社版の「横溝正史全集」（１０巻）、

角川文庫、東京文芸社刊行本、「新版横溝正史全集」

（１８巻）等々を読破していくこととなる。 

 その後、神戸高校（一中）と横溝氏の二中（現兵

庫高校）を頼りにファンレターを書き、驚きの返

事が来るに至って（昭和48年７月14日）交流が始

まり、亡くなる直前まで年賀状等の交換がされた。 

 

 

 

横溝正史生誕地 

の碑（遠景はハ

ーバーランド） 
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１ 横溝正史の略歴と作品 
 横溝の作品は前述の全集のとおり膨大なもので

あるが、その主なものを時系列で紹介する。 

 明治35年に神戸市中央区東川崎町（神戸ハーバ

ーランドの南）に生まれる。今は、川重の敷地内と

なっている。 

 神戸二中（現 兵庫高校）時代に友人とミステ

リーを読み始めたのが、横溝のミステリーとの出

会いとなる。 

大正10年：処女作「恐ろしき四月馬鹿」を「新

青年」に発表。これは、「新青年」の探偵小説募集

への応募で、１席を取ったもの。江戸川乱歩の処

女作「二銭銅貨」よりも早いデビューである。 

 大正15年：江戸川乱歩の招きで上京。「新青年」

の版元の博文館の編集部に入社する。昭和２年に

「新青年」の編集長となる。  

昭和７年：博文館を辞め、文筆専業となる。この

年に「呪いの塔」という長編を新潮社より書き下

ろし出版。 

 昭和８年：結核を患い、喀血して療養。 

 昭和９年～１４年：上諏訪にて療養。 結核療

養中の昭和１０年に、「鬼火」

「蔵の中」を「新青年」に発

表。 

 昭和11年：「かひやぐら物

語」「真珠郞」を発表。 

 
終戦間際には親戚を頼り

岡山県吉備郡岡田字桜（倉

敷市）に疎開する。その時

に、地元にまつわる話を聞

き、それらを基に「本陣殺人

事件」を「宝石」に連載。 

同時に、「蝶々殺人事件」

を「ロック」（ミステリー雑

誌）に連載する。 

 昭和22年：「獄門島」を「宝

石」に連載。日本の文化を踏

まえた謎解きやその設定、余

韻を残す結末を含め横溝正

史の最高傑作であり、日本探

偵小説史上の最高傑作との呼び声が高い。現に「週

刊文春」が実施したアンケートでは国内１位に選

出されている。 

 昭和24年：「八つ墓村」を「新青年」、「宝石」に

連載し、昭和25年に完結。 

 昭和25年：映画にもなり最も有名と言える「犬

神家の一族」を講談社の「キング」に連載。 

 昭和26年：「女王蜂」「悪魔が来りて笛を吹く」

を連載。 

 昭和32年：「悪魔の手毬唄」を「宝石」に連載を

始める。 

昭和43年：「八つ墓村」が「少年マガジン」に漫

画で連載され、単行本になった。  

『悪魔の手毬唄』が昭和３３年頃に出版される

が、その後、ほとんど新作が発表されていない。 

この背景は、松本清張に代表される社会派が一

世を風靡したミステリーブームがあり、横溝作品

は時代遅れとの風潮となったことによる。 

 
昭和44年：「鬼火（完全版）」が桃源社より刊行

され、これがきっかけになり、  

昭和45年：「横溝正史全集」全10巻が講談社より

刊行が始まる。 

 昭和46年：「八つ墓村」が角川文庫から刊行され、

徐々に売れ始め、その後は、角川文庫の独壇場と

なる。  

講談社からも「新版横溝正史全集」全18巻が刊

行され、爆発的なブームとなる 

昭和50年：「病院坂の首縊りの家」を「野性時代」

（角川書店の雑誌）に連載。 

 昭和51年：「犬神家の一族」が石坂浩二の主演に

より映画公開。 

 昭和54年：「悪霊島」を「野性時代」に連載。 

  

昭和56年に亡くなるが、ちょうどブームが去り

始めたころで、昭和３０年代後半からの不遇な環

境にあったことを考えれば、幸せな晩年だったと

言える。 

 

２ 横溝正史作品の作風 
１で述べた横溝正史の作品について、その作風

は、大きく３つに分けられるが、同じ作家が書い

たとは信じられないぐらいの変化が見られる。 

（１）初期短編時代（ナンセンス時代） 
 代表作は「恐ろしき四月馬鹿」「広告人形」等で

いわゆる落ちのある短編である。例えば、オー・ヘ

ンリーの「賢者の贈り物」は、最後にすごい落ちが

あるが、そのような落ちをミステリー風にアレン

ジした作風といえる。 

 国内作家は長編の発表舞台が無く、短編の執筆

が主流だった。 

当時の「新青年」には海外作家の翻訳が掲載さ

れていたが、それらに影響を受け、「自分ならこう

書く」といった風に執筆、投稿していた。 

 

（２）幻想耽美小説時代（耽美・ロマン派時代） 
 博文館退社後に結核を患ってから、幻想耽美小

説時代（耽美・ロマン派時代）となり、谷崎に近い

作風に変わる。「鬼火」、「かひやぐら物語」、「真珠

郞」など、どろどろして、しかも怪奇幻想風味があ

り、現実離れした物語が書かれるようになる。 ミ

宝石創刊号  

本陣殺人事件 

新青年「鬼火」発表 
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ステリーの範疇に入る作品であるが、これらには

耽美小説風の味付けがある。 

「鬼火」は「新青年」の昭和１０年の２月号・３

月号に連載されたが、挿絵は竹中英太郎という有

名な挿絵画家が描いている。また、当局の忌諱に

触れ、昭和１０年２月号は、「改訂版」と判子が押

された内容が削除されたものが流布している。 

 
（３）本格推理小説時代（本格時代） 
 ３番目が本格推理小説時代で、代表作は、「獄門

島」「本陣殺人事件」「蝶々殺人事件」「八つ墓村」

「悪魔の手毬唄」「悪魔が来りて笛を吹く」といっ

た有名な題名が並ぶ。これらは全て戦後の作品と

なる。 

 この変化の背景には、ジョン・ディスクン・カー

の作風に影響を受けたことがある。アガサ・クリ

スティーが好きだったことから、そのミステリー

の書き方のコツを掴み、それにジョン・ディクソ

ン・カーの怪奇趣味の味つけをして本格ミステリ

ー（いわゆる「犯人は誰か」という、謎解きミステ

リー）を書き始めたのである。 

戦時中は執筆ができなかった探偵小説への情熱

を一気に爆発させたものである。 

 
おわりに 
参考文献として、日本のミステリーの歴史がわ

かものとして、次の図書を紹介させていただく。 

横溝正史には『探偵小説五十年』『探偵小説昔話』

『新版横溝正史全集』第１８巻 

『横溝正史読本』『真説・金田一耕助』といったエ

ッセイや座談会をまとめたものがある。 

江戸川乱歩には、ミステリー関係の評論集『幻

影城』『続・幻影城』さらに、日本の探偵小説史と

言える『探偵小説四十年』があり、中島河太郎には

『日本推理小説史』がある。 

これらを読むと日本のミステリーの歴史がわか

る。 

最後に自著の紹介をさせていただきたい。 

「神戸文学館」（神戸市灘区王子町・原田の森）

で「探偵小説発祥のまち神戸」という企画展が開

催された。「発祥のまち」というのはいろいろな意

見があるので、確実なこと

は言えない。その企画展の

際にいろんな資料を集める

ことができた。 

それらをまとめたものが

『探偵小説の街・神戸』で、

神戸は探偵小説の作家が、

有名、無名を問わず結構排

出しており、その人達のこ

とを書いた本である。 

 あと、論創社から刊行されているの論創ミステ

リー叢書の『横溝正史探偵小説選Ⅳ』。これの収録

作品はミステリーでなく、本の帯にあるように「幻

のジュニア時代小説を雑誌未発表分を追補して初

復刻」したものである。この巻末にある解題を今

回書かせてもらった。 

 もしよろしければお買い求めいただければ幸い

です。 

 

《うみねこ堂書林を訪ねて ７．２４》 
 南京町の西門を出て南に直ぐのところに「うみね

こ堂書林」があります。

開店の準備でお忙しい

ところでしたが、笑顔で

迎えていただき、ファン

垂涎のお値打ち初版本

『悪魔が来りて笛を吹

く』『獄門島』『本陣殺人

事件』など貴重な収集本

をカメラに収めさせて

もらいました。 

 

元教師の友人が、退職後に古書店を開業したこ

とを知り、「そういう方法があった」と悟り、人生

の残るところを計算し、１年早期退職して古書店

を始めたということです。 

冒頭に書きました「稀代の探偵小説愛好家」は

無類の読書家で、若い頃は１日１冊のペースだっ

たそうです。読むコツは、最初の５０ページはし

っかりと読み、その辺で様子が見えてくるので、

後は一挙に読破するとのことです。 

便利な場所です。一度お立ち寄りください。 

神戸文学館 昭和・戦前コーナー 

「探偵小説発祥の地」紹介記事 
かつて、神戸の古本屋には、神戸に寄港する外国

船で運ばれた海外の雑誌が山のように積んであっ

た。神戸出身の横溝正史と西田政治は、そこで海

外の探偵小説を渉猟し、フリーマンやビーストン

を発掘した。そして自らもその道に進んだのであ

る。大正１４年、二人は当時大阪にいた江戸川乱

歩とともに、探偵趣味の会を発足。機関紙「探偵趣

味」を発行した。 

 

初版本 

野村恒彦氏 店舗前にて 
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会員寄稿 

『歴史、文化、産業遺産を活かした 

欧州のまちづくり』 （第３回） 
 

神鋼不動産（株）常任顧問 川端 宏幸氏 
 

 
第３回目は、工業地帯からの地域再生の取組をご

紹介する。 

 

 

 

 

 ルール地方を流れるライン川の支流エムシャー

川流域は、石炭鉱業、鉄鋼業、化学工業等が密集し

た鉱工業地帯を形成していたが、1970 年代を境と

した産業構造の転換により重化学工業が衰退し、

人口の減少や自然環境の崩壊が見られた。 

 エムシャーパーク構想は、このエムシャー川流

域の 800km2（東西約 80km、南北約 10km、居住

人口約 220万人）に及ぶ地域を、国際コンペ方式

を取り入れて再生しようというもの。実施に当た

っては、1989～1999 年の時限組織として､州政府

が出資する IBAエムシャーパーク社を設置し、全

体調整を行い、各事業は市町村、民間が実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ラインエルベ学術研究パーク 
 ゲルゼンキルヘン市の｢ラインエルベ学術研究

パーク｣は、公園の中のオフィスをコンセプトとし

た 16 のプロジェクトのひとつである。このプロジ

ェクトの目的は、旧テュッセン鋳鋼工場とライン

エルベ鉱坑の跡地である約 28ha の敷地に、学術

研究パークを創設し、エムシャー・リッペ地区に

将来の研究開発都市としての基礎を築くことにあ

る。 

 かつてのテュッセン鋳鋼工場の南には、ライン

エルベ鉱坑の敷地がある。旧テュッセン鋳鋼向上

の跡地利用の次には、この敷地も学術研究パーク

の一部となる予定で、その一部は再利用されてい

る。旧変圧室は IBA の統括本部として、また、電

話交換室は IBAのゲストルームとして使用された 

が、1999 年にその役割を終え、現在は会議室とし 

て使われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲンゼルキルヘン(ドイツ、２７万人) 

▲ ラインエルベ学術研究パーク案内看板 

▲エムシャーパーク構想位置図 

▲ 研究施設「メディア・アクシス」 

▲ ＩＢＡの総括本部が置かれていた建物 
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○オーバーハウゼンのガゾメーター 
 ゲンゼルキルヘン市の西隣にオーバーハウゼン

市がある。その市の中央を流れるライン･ヘルネ運

河は、サイクリングや散歩道、またボート回遊の

ルートを備えた市民の体験･学習場に整備されて

いる。その運河沿いに再利用において対照的な 2

つの施設が隣接する。 

 そのひとつは、ガスタンク跡を産業史博物館に

したガゾメーターで、1928～1929 年に建設され、

1994 年に改修された。運河沿いにひときわ際立つ

高さ 117ｍの大モニュメントである。 

 
 
 
 

 

        お知らせ 
 
◎ 国土交通大臣表彰 
（建設事業関係功労 住宅・建築事業関係） 
    

受賞者 山本 康一郎氏 

      （株）山本設計 代表取締役社長 

   受賞日 平成２８年７月１１日 

   

    誠におめでとうございました。 

 

 
お知らせ 

◎行事ご案内 
○第４５０回月例会 

テーマ：『緊急報告：熊本地震の現場』 

『ご存知ですか？介護現場の今！』 

講 師：（社福）きらく園事務長 高橋守雄氏 

日 程：平成２８年９月８日（木） 

１２：００～ 

会 場：神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

ご案内中です。ご参加をよろしくお願いします。 

 

○住生活月間イベント 

『兵庫・神戸 みんなの住まい展』 

日 程：平成２８年１０月１５日（土） 

～１６日（日）  

会 場：神戸ハーバーランドスペースシアター外 

当会はイベント実行委員として事業に参画します

ので、会員の皆様には是非会場へお運び下さい。 

詳細は、おってお知らせします。 

 
創立７０周年記念講演会 

（第４５１回月例会） 

 

日 程： 平成２８年１０月１３日（木） 

１３：３０～１６：００ 

会 場： 兵庫県公館 

（神戸市中央区下山手通４丁目４－１） 

第一部（13:30 ～ 14:45) 

講演会：『建築がまちを変える』 

講 師：兵庫県立美術館館長 蓑 豊氏 

第二部（15:00 ～ 16:00） 

公館改修工事説明・見学会 

ご案内中です。ご参加をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

日 程：平成２８年１０月２７日（木） 

    ９：００～アウト・インスタート各３組 

会 場：城山ゴルフ倶楽部 

   （加古川市志方町野尻８０８－１） 

競 技：１８ホールストロークプレー 

    （ダブルペリア） 

開催要領はおって発表します。ご予定をよろし

くお願いします。 

 

 

 

 

▲ トラム（路面電車）の中にも、エムシャーパ

ーク構想の遺構が表示されている 

▲ ガスタンク跡を再生したガゾメーター 

事務局  ： 谷 純夫、石井滝実子 

電 話  ： 078－996－2851 

FAX  ： 078－996－2852     

Email ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 

創立７０周年記念研修交流会 
第１５３回建築会ゴルフコンペ 
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広  報  コ  ー  ナ  ー 
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